
vol.71
2 0 1 9  A u t u m nよ う き け ん

長崎川棚医療センター広報誌

youkiken vol.71
20194

編集後記
教育担当看護師長  森 孝子

今回お届けしたvol.71の養氣軒はいかがでしたでしょうか？今年度
より『生涯教育講座』が開始されました。『生涯教育』の取り組みは医
療に携わる人間としての使命だと感じております。また当院では今年7
月に新たに皮膚排泄ケア認定看護師が誕生しました。早速の地域医
療研修での講義でしたが、立派に成し遂げている姿に感動しました。
今後の活動に期待しております。さて、2019年10月1日から、いよいよ

消費税が10%に引き上げられました。3％に始まり5％、8％とこれまで
何度か経験してきた消費税率の改正ですが、今回の10%は、軽減税
率制度の導入もあり、やや分かりにくい部分があり、私自身も知識不
足の点が多々あります。生きた牛豚鶏は10%、生きた魚は8％？？？で
すが、何事も根拠を理解していくことから始めたいと思います。余談が
多くなりましたが、最後までお読みいただきありがとうございました。

●「養氣軒」はホームページでもお読みいただけます→http(s)://nkmc.hosp.go.jp

病む人のために病む人の望む安心・安全な医療を提供します。
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令和元年10月1日より、長崎川棚医療センターに勤務することとなりました寺田隆介です。
長崎神経医療センター時代の平成16年4月に赴任して以来3度目の赴任になります。
専門は消化器外科・一般外科ですが、当院では『神経難病に対する喉頭気管分離術などの
頸部領域』の手術も経験しました。
藤岡院長とは、長崎医療センター外科時代にご指導をいただいた間柄であります。
今回ご縁があり、また一緒に仕事をさせていただくこととなりました。
長崎川棚医療センターの更なる発展のため、微力ながら精一杯努力していく所存
でございます。
今までと変わらぬ御指導、御鞭撻を何卒よろしくお願い申し上げます。
（外科部長　寺田 隆介）
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第１回生涯教育講座の開催について

職場紹介（8病棟）
看護師長 酒井 真澄

ドから離床し季節の行事の参加や外出支援にも積極
的に取り組んでいます。患者さん、ご家族の思いに寄り
添い、丁寧であたたかいケアが提供できるように、日々
スタッフ一同取り組んでいます。

 
　8病棟は、筋ジストロフィー、ALSなど神経・筋難病
の方が長期にわたり療養する病棟です。病棟のスタッフ
は病棟医長1名、医師2名、看護師長１名、副看護師長2
名、看護師37名、療養介助員16名、業務技術員1名と大
所帯です。そのほかにも、児童指導員、保育士、臨床工
学士など様々な職種のスタッフとともに患者様の生活
が安全で快適に過ごせるように療養環境を整えていま
す。人工呼吸器を装着している方も多くいますが、ベッ

　今年度より「生涯教育講座」を開設しました。第1回目
は、2019年8月5日に講師に弁護士法人ふくざき法律事務
所 弁護士 福崎博孝先生をお招きし「ペイハラ患者・家族
への対処法－その理論と実践－（医療者による対応とそ
の限界）についてご講演していただきました。特に医療者
が患者・家族からのペイシェントハラスメントに対応する
ための対処法について詳しく講演していただきました。
　昨今、色 な々種類のハラスメントが登場しては社会問題
となっていることもあり、院外を含め多くの参加がありま
した。

管理課長 菊地 武司

T o p i c s   【トピックス】

川棚中学校「職場体験学習」を終えて

　2019年9月10日～13日までの4日間川棚中学校から3年
生の男子2名、女子2名計4名の学生が職場体験学習に
来られました。
　初日は緊張がある中で院内を案内しました。職員や患
者さんとすれ違うときの挨拶もまだまだはずかしさがあ
るのか、誰かが言ったあとにくっついて挨拶をしていま
したが、徐々に慣れてきたのか自ら笑顔で挨拶をするよ
うになっていました。若 し々い元気のある挨拶に患者さ
んも元気をもらったのではないでしょうか？
　案内終了後の第一の体験は感染についての学習で、
洗い残しをチェックする器械を用いて「手荒い体験」を
行い、菌が残っているということを目の当たりにして、「も
う１回」、「もう１回」と手洗いをして、菌がなくなるまで
洗っていました。　　　　　　　　　　　　
　その後は検査科では実際に患者役になってエコー検
査、放射線科ではＭＲＩの磁気についてなど日頃病院を
受診しただけではできない体験・見学をコメディカルを
中心にしてもらいました。リハビリでは、患者さんと一緒
に「色読みゲーム」に挑戦して難しさを体感していまし
た。次の日病棟に移動の際にその患者さんがいらっしゃ
り、４人が元気に挨拶すると、片手をあげて答えておら
れました。ほんの１時間のお付き合いでしたが患者さん
にも楽しんでもらえた時間だったのかなと思える瞬間で
した。
　地域医療連携室や訪問看護ステーションを訪れて、看
護師にも看護だけでなくいろいろな仕事があることが

庶務班長 岡部 達枝

分かったようです。そして最終日、病棟での看護師業務
の体験・見学が行われました。看護師の仕事の大変さ
を改めて気づかされたようです。
　学生の体験・見学にご協力頂きました職員の皆様あり
がとうございました。４日間を終了して「将来看護師にな
る」と感じた生徒もいましたので、長崎川棚医療センター
で再会できる日が来るかもしれません。楽しみに待ちま
しょう。

皮膚・排泄ケア認定看護師 田中 紗由美

地域医療連携研修会を終えて

　今回、私は皮膚・排泄ケア認定看護師として初めて地域
医療連携研修会を行う機会を頂きました。地域で働く医療
スタッフの方々が、皮膚・排泄ケア分野の中で何に困り、何
を知りたいかという事を考え、「皮膚障害をどのように予防
するか―予防的スキンケアの目的と方法―」というテーマ
で講義を行いました。超高齢社会を控えている昨今の日本
において、多くの高齢者が看護や介護の対象となっていま
す。高齢者の皮膚はとても脆弱で、一度皮膚障害を発生し
てしまうと治癒困難となる方も多くいらっしゃいます。そこ
で、皮膚障害の「治療やケア」ももちろん大切ですが、それ

以前に「予防」に視点を置き、日々のケアを行って頂きたい
と考え、ポイントをお伝えしました。講義を終え、「大変分
かりやすかった」、「職場で伝達し、すぐに実践したい」等
のご意見・ご感想をいただき、今後の認定看護師としての
活動に活かすことができる大変貴重な機会となりました。
この様な機会を与えて下さり、参加して頂いた方々に感謝
の気持ちでいっぱいです。有難うございました。

T o p i c s   【トピックス】

診療科紹介（脳神経内科）

　当院の脳神経内科は、常勤医師が４名、長崎病院から
外来応援として１名、海外留学中１名の計6名のスタッフで
診療をしています。常時１００名ほどの入院患者さんがい
ます。外来では神経学的診察に続いてMRI検査、RI検査、
髄液検査、電気生理学的検査、筋生検などを行い診断や
治療をします。
　対象となる疾患は、脳卒中やてんかん、めまい、頭痛、
認知症といった一般的な疾患から、パーキンソン病など
の神経変性疾患、多発性硬化症や重症筋無力症、ギラン
バレー症候群などの神経免疫疾患、脳炎や髄膜炎などの
感染症およびジストニアなどの不随意運動があり、多岐に
わたります。発症の急性期から慢性期、その後のリハビリ
に至るまで、長期的な視点で治療を計画し、個々の患者さ

神経内科医長 成田 智子 んのニーズに合わせて診療
を行います。
　特に進行期の神経難病
患者さんでは多職種からな
るチーム医療を提供してお
り、外来・病棟看護師、リ
ハビリスタッフ、MSW、そ
の他在宅診療スタッフとの
連携を密にして在宅療養を支える体制を整えています。
　また、パーキンソン病に対しては長崎県では唯一、脳神
経外科と共同して脳深部刺激療法を行っており、植え込
み手術からその後の管理まで行っています。
　これからも患者さんに寄り添う医療を心がけてまいりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

T o p i c s   【トピックス】

T r a i n i n g  r e p o r t 【研修報告】 T r a i n i n g  r e p o r t 【研修報告】
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を知りたいかという事を考え、「皮膚障害をどのように予防
するか―予防的スキンケアの目的と方法―」というテーマ
で講義を行いました。超高齢社会を控えている昨今の日本
において、多くの高齢者が看護や介護の対象となっていま
す。高齢者の皮膚はとても脆弱で、一度皮膚障害を発生し
てしまうと治癒困難となる方も多くいらっしゃいます。そこ
で、皮膚障害の「治療やケア」ももちろん大切ですが、それ

以前に「予防」に視点を置き、日々のケアを行って頂きたい
と考え、ポイントをお伝えしました。講義を終え、「大変分
かりやすかった」、「職場で伝達し、すぐに実践したい」等
のご意見・ご感想をいただき、今後の認定看護師としての
活動に活かすことができる大変貴重な機会となりました。
この様な機会を与えて下さり、参加して頂いた方々に感謝
の気持ちでいっぱいです。有難うございました。

T o p i c s   【トピックス】

診療科紹介（脳神経内科）

　当院の脳神経内科は、常勤医師が４名、長崎病院から
外来応援として１名、海外留学中１名の計6名のスタッフで
診療をしています。常時１００名ほどの入院患者さんがい
ます。外来では神経学的診察に続いてMRI検査、RI検査、
髄液検査、電気生理学的検査、筋生検などを行い診断や
治療をします。
　対象となる疾患は、脳卒中やてんかん、めまい、頭痛、
認知症といった一般的な疾患から、パーキンソン病など
の神経変性疾患、多発性硬化症や重症筋無力症、ギラン
バレー症候群などの神経免疫疾患、脳炎や髄膜炎などの
感染症およびジストニアなどの不随意運動があり、多岐に
わたります。発症の急性期から慢性期、その後のリハビリ
に至るまで、長期的な視点で治療を計画し、個々の患者さ

神経内科医長 成田 智子 んのニーズに合わせて診療
を行います。
　特に進行期の神経難病
患者さんでは多職種からな
るチーム医療を提供してお
り、外来・病棟看護師、リ
ハビリスタッフ、MSW、そ
の他在宅診療スタッフとの
連携を密にして在宅療養を支える体制を整えています。
　また、パーキンソン病に対しては長崎県では唯一、脳神
経外科と共同して脳深部刺激療法を行っており、植え込
み手術からその後の管理まで行っています。
　これからも患者さんに寄り添う医療を心がけてまいりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

T o p i c s   【トピックス】

T r a i n i n g  r e p o r t 【研修報告】 T r a i n i n g  r e p o r t 【研修報告】
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vol.71
2 0 1 9  A u t u m nよ う き け ん

長崎川棚医療センター広報誌

youkiken vol.71
20194

編集後記
教育担当看護師長  森 孝子

今回お届けしたvol.71の養氣軒はいかがでしたでしょうか？今年度
より『生涯教育講座』が開始されました。『生涯教育』の取り組みは医
療に携わる人間としての使命だと感じております。また当院では今年7
月に新たに皮膚排泄ケア認定看護師が誕生しました。早速の地域医
療研修での講義でしたが、立派に成し遂げている姿に感動しました。
今後の活動に期待しております。さて、2019年10月1日から、いよいよ

消費税が10%に引き上げられました。3％に始まり5％、8％とこれまで
何度か経験してきた消費税率の改正ですが、今回の10%は、軽減税
率制度の導入もあり、やや分かりにくい部分があり、私自身も知識不
足の点が多々あります。生きた牛豚鶏は10%、生きた魚は8％？？？で
すが、何事も根拠を理解していくことから始めたいと思います。余談が
多くなりましたが、最後までお読みいただきありがとうございました。

●「養氣軒」はホームページでもお読みいただけます→http(s)://nkmc.hosp.go.jp

病む人のために病む人の望む安心・安全な医療を提供します。

特殊外来（要予約）
［ペースメーカー］
二宮　暁代
14:00～16:00
［小児科予防接種］
小森　一広
13:30～17:30

［乳腺専門］
原　信介

毎月第4火曜日
13:00～17:15

外 科（14～17時） 新患・再来

小　児　科 新患・再来 小森　一広 小森　一広 小森　一広小森　一広 小森　一広

午前の部

総 合 救 急

神 経 内 科

代 謝 内 科

総合診療内科

循環器内科

消化器内科

外　　　科

整 形 外 科

脳神経外科
皮　膚　科

午後の部

月 火 水 木 金

月 火 水 木 金

内　視　鏡   9:00～

脳ドック
新患・再来

外 科

再 来

新 患

再 来
新 患

再 来
新 患

新患・再来

新患・再来

新患・再来新患 10:00～10:30

成田　智子

二宮　暁代

野田　　満

二宮　暁代 二宮　暁代
二宮　暁代 二宮　暁代

戸田　啓介

成田  智子

福留　隆泰

成田　智子

松本　章子 植木　俊仁
寺田　隆介
藤岡　ひかる

松本　章子

植木　俊仁

寺田　隆介
藤岡　ひかる

松本　章子

宮下　光世

藤本　勝也 藤本　勝也

清原　龍士

植木　俊仁植木　俊仁 植木　俊仁

清原　龍士 清原　龍士

泌 尿 器 科 新患・再来 応援医師(佐賀大学) 応援医師(佐賀大学)

松本　章子

ドック ･ 健 康 診 断 松屋　合歓

肝臓外来（第4木曜日のみ） 八橋 弘
（長崎医療センター）

宮下　光世

福留　隆泰

冨田　祐輝

寺田　隆介 寺田　隆介

藤本　勝也 藤本　勝也 藤本　勝也
小林 恭介(長崎大学) 野村賢太郎(長崎大学)

野田　　満 戸田　啓介野田　　満 戸田　啓介

清原　龍士

冨田　祐輝 福留　隆泰
松尾 秀徳(長崎病院)

木村　博典木村　博典

野田　　満
宮下　光世

内 科 二宮　暁代松屋　合歓松屋　合歓 松本　章子木村　博典

総 合 救 急
内 科 大野　直義

小森　一広福留　隆泰冨田　祐輝 （輪番）植木　俊仁

外 科 野田　　満戸田　啓介戸田　啓介 野田　　満寺田　隆介

藤岡ひかる
黒木 保（長崎医療センター）

小児科（18時まで）新患・再来 小森　一広小森　一広 小森　一広小森　一広

着任のご挨拶 Arrival greeting : Ryusuke Terata

●ようきけんとは「病む人の病のみならず心をも癒すことの出来るところ」という意味です。

大野　直義 大野　直義新患・再来

新患・再来

※外科の新患外来は10時～10時30分で診療しています。
❶ 外来受付時間は、午前8時30分～11時です。
❷ 糖尿病教室は第1、2、3水曜日14時15分～15時に6階病棟カンファレンス室にて
　 開催しております。
❸ 土曜日・日曜日・祭日・年末年始（12/29～1/3）は休診です。
❹ セカンドオピニオン外来を実施しています。
❺ 健康診断は完全予約制です。事前にご連絡をお願いいたします。
❻ 救急の場合は、休診日でも診療いたします。
❼ 小児科予防接種は完全予約制です。事前にご連絡をお願いいたします。

TEL0956-82-3121   FAX0956-83-3710
連携室FAX0956-82-2280   0120-82-2970

〒859-3615  長崎県東彼杵郡川棚町下組郷2005-1

071 着任のご挨拶

令和元年10月1日より、長崎川棚医療センターに勤務することとなりました寺田隆介です。
長崎神経医療センター時代の平成16年4月に赴任して以来3度目の赴任になります。
専門は消化器外科・一般外科ですが、当院では『神経難病に対する喉頭気管分離術などの
頸部領域』の手術も経験しました。
藤岡院長とは、長崎医療センター外科時代にご指導をいただいた間柄であります。
今回ご縁があり、また一緒に仕事をさせていただくこととなりました。
長崎川棚医療センターの更なる発展のため、微力ながら精一杯努力していく所存
でございます。
今までと変わらぬ御指導、御鞭撻を何卒よろしくお願い申し上げます。
（外科部長　寺田 隆介）

令和元年10月1日より、長崎川棚医療センターに勤務することとなりました寺田隆介です。
長崎神経医療センター時代の平成16年4月に赴任して以来3度目の赴任になります。
専門は消化器外科・一般外科ですが、当院では『神経難病に対する喉頭気管分離術などの
頸部領域』の手術も経験しました。
藤岡院長とは、長崎医療センター外科時代にご指導をいただいた間柄であります。
今回ご縁があり、また一緒に仕事をさせていただくこととなりました。
長崎川棚医療センターの更なる発展のため、微力ながら精一杯努力していく所存
でございます。
今までと変わらぬ御指導、御鞭撻を何卒よろしくお願い申し上げます。
（外科部長　寺田 隆介）
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